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1おだ毒毒し態
ひこさんがわ 夢の会

大久保 琢磨

遠賀川再生イベン ト

川舟で楽 しくわいわい遊ば う
川ll.製作研究会 久津輪 勝男

遠賀川大水害から1年、復興を支援 し 遠賀川に元
気を取 り戻そ うと7月 18日 ヽ 19日 畦 賀川再生イ
ベン トJを 実施 しました.

川舟による体讃試乗会、水環境の計話 水質検査、
バーベキュー、夜なべ談議、キャンプ等の他 水需|ロ

削の区間である穂波川桂川から遠賀川総田井1匡 まで川
ドリして、水環境や生態系の調査をし、新たな川の在
り方 として提案 しています.

平成 9年 2月 に 彦 川で多自然型護岸工事が完成 し地

域の住民の皆 さんが自然型護岸に関心を示 していた.護片|

はされいだがゴミがたくさん見えた。そこで  3月 上旬に
2人で河川清掃を呼びかけた。
川が大きいので多人数ですればと思い、イ可かアピール し

て川に関,い ある人を,1つ けるため 秋に河り敦でコンサー

ト(ヨ「内のコーラスグループ)春 に|よ鯉のば り掲場  に野
比の陶芸教宝を開催 しその作品を早F焼 き、問鳴の飼吉等を
取 りlEん だ。会員は 60名 ぐt,いになり目的に達成 した。

iF責 も必要にr.っ て年1.¨ 0刊 の会責で運営している。 2
年 日からは毎月第二+曜 日朝 8時から2時間ぐらいの作業
時間であるが ■回約 30名 ぐらいが参加 している.

毎年、小学校 4年生 中学校 1年生の環境学習会に参加、
子どもl‐ と一結に河,け青掃活動を行つている.

遠賀川の水質に関する市民

意識調査の結果発表

近畿大学 依田 浩敏

2003年 2鳩 に壺賀川流域 _‐ の住民2000人 を対象に遠賀川の
水質に関するアンケー ト調査を実施し 756票 が・・信されま
した。
その結果、0水道の水

“

向上を日的とした
~l川

・lNの浄化で
ある利水が最1,望まれていること ②水質悪化による悪影響
として ド流は水道水の水質、「 流は生態―Tが あげられている
こと 0中流域では水質向 ■事業として「市民の意識を高め
るJが他地域より多かったこと 0水道水が悪化している原
因は生活汗排水であることが認識されていること、0環境仮
想評価法を用いると、水質がBODで 50■3/Lか ら10■g'Lに

向 にする価値は日答者 人あたり10,50円 であつたこと
0河川流域 J11位 での整備 |■必要であること などがり」らか
になりました。

活動内容・報告

いなつきの環境を考え

る会

荒木 紘子

遠賀川の浄化を日標に 使用済み人ぶ ら油からき
れいな石けんを作 リ アクリル 100%の モ糸でタ
ワンを編み、洗剤を出来るだけ使用 しない生活のす
十め 実践 し、mTの ミニスボッ トに花1● え清掃 水
三 :つ ,1回 り清掃、小学校の環境学ギ|のお手伝い等々
■つ0間 にか 10年余 り経ってしtい ま した.

濠会あることに「命の水の人切 さJを 訴えたがら、
自然震法の見直 しll大なども広め活動 していきたい
と思っています.

l「H川一斉清掃等の事業 (堀川コラボ)報告

ネットワーク北九州地球村 松田 寛

堀川は、 1621年 に早日長政公 /・ 計山iし て開肖」が始め
られ、 1804年 の北九,11に人幡西区楠橋1也 IRIに あります
寿命膚戸の完成をもつて全線 |‐1通 し、水遠や潅漑で地域住
民の暮 らしを支えてきた全長 12kmの 道河です。

今後のまちづ くりの重要な要素でありながら 現在は,F
水溝 としての役 日しか果たしていないこの1を  もつと流
域住民に■ される川に蘇 らせるため、流・1白 治体 (北九州

「  水巻町、中 F・5市、福岡県)が実行委員会を相liじ  平
成 13年 に当業をF■5始いたしました。以来シンボやウォー
クラリーや河川の一市清掃等を実施してお ります.

【河川―吉清掃】 (10月 3日  実tL)

イ白勲 イヽイヽ ・ 枢
「

            :
日|―吉清掃】 (10月 3日  実tL)      :
堀川を三する会 (折足)“)会長であり■す重藤 ― :
氏が行政に呼び力■す(実現、 2004年 度 河1 1
清掃での各地区のゴミの社は以下のとお りです. |

北
'L'11市

(折尾ILいつ 4ト ン

水巻町 1ト ン 中間市 2ト ン

参力1者 は 北九州市2500名

水巻町20名 、中Fna市 30名

※折足地 えでは、自nir卓のはたり捨てが大量にあ  |
り中間市地区では、人幡面区が発効 した北九 川1 1

市民 カー ドがあつた始末です.         |
【堀,|ナ ミット】 (10月 17日  ~lt)        |

ネットワーク北九り‖地球村の松田rTが提案し、実 |
■堀川再生の会 五平太グループが中心に実行委 |
員会がl・「成し、実行されました.先進都 け事lrl発  |
表 分十会、全体会があり参加者500名 以上でた。 :

'|マ スコミも注日されており大盛況で l■発な討論 :

がなされました.有意義でした。         :
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＝
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Ｏ
Ｌ
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ｉ
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。

津
志
田
河
川
公
園

（甲

佐
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〓
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ア
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＋
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■
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近
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Ｆ
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Ｆ
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ｉ
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Ｆ
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＝
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．
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史
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ヽ
る
さ
と

の
川
を
受
す

る
気
持
ち
は

変
わ
り
な

い
な
あ
と
思

い

な
が
ら
緑
川
を
後
に
し
ま

し
た
。
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